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Ⅰ．問題と目的
　わが国では、急増する介護需要に対し、より専門的で質の
高い介護の人材が必要となっている。しかし、介護事業所の
66.6％が従業員の不足感を感じており、この不足感は４年連続
で増加しているなど、介護現場における慢性的な人手不足が問
題となっている１）。実際、介護職員の離職率は16.2％であり１）、
これは全産業の離職率14.9％を上回る水準である２）。介護職員
の離職による人手不足は、仕事の量的負担を増加させ、離職に
よる雇用の流動性は、専門性の構築やチームアプローチに支
障をきたし介護の質の低下につながる懸念が指摘されている３）。
そのため、介護職員の離職を防ぎ人材を充足することが、質の
高い介護の実現につながると考えられる。
　介護職員の離職背景の一つとして、ストレスの問題があげら
れる。介護職員の離職理由の第一位は「職場の人間関係に問題
があったため（20.0％）」であり、次いで「結婚・出産・妊娠・
育児のため（18.3％）」「法人や施設・事業所の理念や運営のあ
り方に不満があったため（17.8％）」となっており１）、人間関
係や職場環境に起因するストレスが離職につながっている可能
性が指摘できる。また、介護職等の対人援助職のストレスの高
さは、バーンアウト（燃え尽き症候群）の問題としてこれまで
多くの研究で取り上げられてきた。バーンアウトをストレス反
応として位置づけ、それに影響するストレス要因の検討から、
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介護職では‘上司・同僚とのコンフリクト’がバーンアウトの
‘脱人格化’に、‘利用者とのコンフリクト’が‘情緒的消耗感’
に影響する要因となることなどが示唆されている４）５）。さらに、
対人援助職の中でも、特に介護職のストレスが高いことを示唆
する研究もある。林ら６）は、高齢者介護サービス従事者は他
業種と比べ、努力／報酬不均衡得点が高く、そこから導かれる
健康リスクが高いことを示しており、中でも介護職は他職種と
比べて‘仕事の量の多さ’や‘仕事がコントロールできない状
況’、‘身体的負担の大きさ’が顕著であることを指摘している。
介護職員のメンタルヘルスは、提供する介護の質にも影響する。
そのため、介護職員のストレス対応のあり方や組織的なストレ
ス対策について検討し、介護職員のメンタルヘルスの維持・向
上や就労継続・離職予防につなげていくことが重要である。
　介護職員は、対人援助を主業務とする専門職であり、上司や
同僚、他職種との協働やチームアプローチが必要不可欠である
７）８）。しかし、この過程において葛藤や対立を体験する可能性
があり、それがストレス要因となってメンタルヘルスに影響を
与えていることは既述した通りである。そのため、職場の人間
関係を反映する支援体制（ソーシャルサポート）や介護職員自
身の人付き合いの技能（ソーシャルスキル）がストレスに影響
していることが想定される。
　これまでの心理学的ストレス研究では、ソーシャルサポート
は環境要因として、ソーシャルスキルは個人要因として、心理
学的ストレスモデル９）『環境からの要請（潜在的ストレッサー）
⇒要請に関する認知的評価⇒評価結果へのコーピング⇒コーピ
ングの結果としてのストレス反応』のプロセスにおいて各要因
間の関係を緩衝したり、ストレッサーやストレス反応を低減す
る機能をもつことが示されている10）。例えば、心理学的ストレ
スプロセスの始点であるストレッサーの受容以前にソーシャル
スキルが既に機能し、ストレッサーの自覚（生起）に影響を与
えることが報告されている11）。また、ソーシャルサポートやソー
シャルスキルが高くなるほど、ストレス場面に対するコント
ロール（対処可能性）の評価が高くなるといったように、ソー
シャルサポートとソーシャルスキルは環境刺激に対する認知的
評価に影響を与えるとされる12）13）。さらに、ソーシャルスキ
ルの高さがソーシャルサポートの自覚を促すことや、ストレス
対処行動（コーピング）の原動力として重要な働きをし、心理
的ストレス反応の低減に有効であるといわれる積極的コーピン
グの採択を促すこと、抑うつ等の心理的ストレス反応の軽減に
つながること等が明らかにされている10）。しかし、介護職員を
対象としたストレス研究において、ソーシャルサポートやソー
シャルスキルがストレッサーやストレス反応に与える影響につ
いて検討したものは非常に少なく、ストレス要因の検討や、ソー
シャルサポートや性格特性等がストレス反応に与える影響の検
討にとどまっている14）15）16）。
　そこで本研究では、介護施設職員のソーシャルサポート及び
ソーシャルスキルが、介護施設職員の自覚する職場ストレッ
サーや心身のストレス状態に及ぼす効果について検討を行うこ
とを目的とする。特に、ストレッサーの生起は、心理学的スト
レスプロセスの始点であるストレッサーの受容以前の出来事で
あり、それに対するソーシャルサポートやソーシャルスキルの
影響を検討することは、ストレス予防の点からも意義があると
考える。
Ⅱ．方法
　調査時期・調査対象　2017年７月～８月に、関東を中心とし
た特別養護老人ホーム９施設及び介護老人保健施設５施設の
介護職員を対象に質問紙調査を実施し、666名から回答を得た
（有効回収率67.0％）。回答者は、男性29.1％、女性70.9％であり、
平均年齢39.8歳（SD12.36）であった。
　調査票　介護施設職員のストレス等に関して多面的に尋ねる
調査票を作成し実施した。本研究では、老人介護スタッフのス
トレッサー評価尺度17）、職場ストレススケール短縮版18）のソー
シャルスキル尺度、職業性ストレス簡易調査票19）のソーシャ
ルサポート尺度及び心身のストレス反応尺度、仕事におけるス
トレス軽減に関する自由記述を使用した。
　老人介護スタッフのストレッサー評価尺度は、職場における
様々な状況について、“ない”から“よくある”の４件法で答
えるものであり、分析内で因子構造の検討を行った。ソーシャ
ルスキル尺度は、会話への参加や維持といった意思疎通のスキ
ルである「コミュニケーションスキル」、対人関係における問
題をうまく処理する「トラブルシューティングスキル」、仕事
の指示出しや仕事上の要請をうまく処理する「マネジメントス
キル」の３下位尺度の合計を使用した。回答形式は、“全くあ
てはまらない”から“よくあてはまる”の５件法である。ソー
シャルサポート尺度は、「上司」「職場の同僚」「配偶者、家族、
友人等」がどのくらい頼りになったり相談を聞いてくれるかと
いったサポート期待について尋ねるものであり、“全くない”
から“非常に”の４件法である。本研究では「上司」「職場の
同僚」からのサポートを用いた。心身のストレス反応尺度は、
心理的ストレス反応として「イライラ感」「疲労感」「不安感」「抑
うつ感」の４下位尺度の合計を使用した。身体的ストレス反応
としては、下位尺度「身体愁訴」を用いた。回答形式は、“ほ
とんどなかった”から“ほとんどいつもあった”の４件法である。
　分析方法　まず、老人介護スタッフのストレッサー評価尺度
の因子構造を確認するため因子分析（最尤法・斜交プロマック
ス回転）を行った。次に、ソーシャルサポートとソーシャルス
キルがストレスに及ぼす影響を検討するため、ソーシャルサ
ポート及びソーシャルスキルを独立変数、ストレッサーを従属
変数とする重回帰分析（強制投入法）を行った。さらに、ソー
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シャルサポート及びソーシャルスキル、ストレッサーを独立変
数、心理的ストレス反応と身体愁訴を従属変数とする階層的重
回帰分析（強制投入法）を行った。
　すべての分析には、統計ソフトSPSS（Version25.0）を使用
した。
　倫理的配慮　本研究は、聖徳大学ヒューマンスタディに関す
る倫理審査委員会の承認を得て実施した。調査実施に際しては、
各施設の許可を得るとともに、調査協力者には、調査依頼文に
おいて調査の目的や内容、分析処理方法、プライバシーの保護
についての説明を行い、任意の調査協力を得た。
Ⅲ．結果
介護施設職員の職場ストレッサー
　まず、老人介護スタッフのストレッサー評価尺度の因子構造
を確認するため、因子分析（最尤法・斜交プロマックス回転）
を行った。因子負荷量の低い項目、複数の因子にまたがってい
る項目、共通性の低い項目を除外して因子分析を行った結果を
表１に示した。
　第１因子として、利用者の介護者に対する理解の欠如や高圧
的な態度、非協力的な態度を表す「利用者とのコンフリクト」、
第２因子として、施設長や上司の感情的な行動や理不尽な行動
を表す「上司とのコンフリクト」、第３因子として、持ち帰り
仕事や残業に反映された仕事の多さや、やるべきことの多い状
況を表す「仕事の量的負荷」、第４因子として、同僚職員や他
職種の職員との意見の違いや意思疎通の困難さ表す「同僚との
コンフリクト」が抽出された。
　先行研究17）の結果とは、「介護的仕事の負荷」と「事務的仕
事の負荷」が一つの因子（仕事の量的負荷）として抽出された
点が異なるが、その他の因子構造は同じであった。この尺度
の信頼性を検討するため、Cronbachのα信頼性係数を求めた。
その結果、第１因子α=.89、第２因子α=.87、第３因子α=.82、
第４因子α＝0.77という十分に高い数値であり、今後の分析に
表1．ストレッサー評価尺度の因子分析結果
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用いるのに十分な信頼性が得られたと思われる。
ソーシャルサポート・ソーシャルスキルのストレスへの効果
　介護施設職員のソーシャルサポートとソーシャルスキルが、
自覚する職場ストレッサーや心身のストレス状態に及ぼす効果
について検討するため、まず、各尺度間の相関係数を算出し、
表２に示した。そして、ソーシャルサポート及びソーシャルス
キルを独立変数、ストレッサーを従属変数とする重回帰分析（強
制投入法）、ソーシャルサポート及びソーシャルスキル、スト
レッサーを独立変数、心理的ストレス反応と身体愁訴を従属変
数とする階層的重回帰分析（強制投入法）を繰り返し行うこと
で、パス係数を求めた。なお、VIF値はいずれも1.6以下であり、
多重共線性の影響は小さいものと判断した。パス解析を行い、
５％水準で有意なパスまで示し、その結果が図１のパス図にま
とめられている。
　この結果、‘上司からのサポート’からすべてのストレッサー
へのパス、‘同僚からのサポート’から‘同僚とのコンフリクト’
へのパス、‘ソーシャルスキル’から‘利用者とのコンフリクト’
及び‘仕事の量的負荷’へのパスが認められた。また、‘上司
からのサポート’から‘身体愁訴’、‘ソーシャルスキル’から‘身
体愁訴’及び‘心理的ストレス反応’への直接のパスが認めら
れたが、‘同僚からのサポート’から心身のストレス反応への
直接のパスは認められなかった。さらに、‘利用者とのコンフ
リクト’と‘同僚とのコンフリクト’から‘身体愁訴’及び‘心
理的ストレス反応’へのパスが認められた。
Ⅳ．考察
ソーシャルサポートのストレスへの効果
　結果より、ソーシャルサポートのストレスへの効果に関して
は、「上司からのサポートは、すべてのストレッサーの低減に
効果をもつとともに、身体的なストレス反応を直接低減する効
果をもつこと」、「同僚からのサポートは、同僚とのコンフリク
トの低減を介して心理的・身体的なストレス反応の低減につな
がること」が示唆された。上司からのサポートは、介護職員の
多様なストレッサー生起を防ぐ重要な要因であることが指摘で
きる。また、同僚からのサポートは、上司からのサポートに比
べるとストレスに対する効果が限定的であるもの
の、ストレス反応に影響するストレス要因の一つ
である「同僚とのコンフリクト」の生起に影響す
る点から必要な要因であることが指摘できる。
　上司や同僚からのサポートは能力の発揮・成長
による有能感につながることが示されており、特
に上司からのサポートが有能感に与える影響が強
いことが指摘されている20）。上司や同僚からのサ
ポートが期待できることで、問題への挑戦心や対
処可能性が高まり、ストレッサーの生起を防いだ
り、負担感の低下につながること、また、その効
果は上司からのサポートにおいて顕著であること
が考えられる。
　また、先行研究において、ソーシャルサポー
トの中でも育成的なサ
ポートである道具的サ
ポートが、職務満足や組
織コミットメントという
肯定的感情を高め離職意
思の低下に結びつく一方
で、精神的支援の情緒的
サポートに関してはその
ような効果がみられな
いことが示されている21）。
本研究ではソーシャルサ
ポートの種類を区分して
いないものの、上司から
表2．ソーシャルサポート，ソーシャルスキル，ストレッサー，ストレス反応の相関
図１．ソーシャルサポートとソーシャルスキル，ストレッサー，ストレス反
応の影響を示すパス図
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のサポートには、問題の解決につながるような助言や手助けと
いった直接的な支援への期待が含まれており、同僚からのサ
ポートには、話を聴いてもらうことによる慰めや励ましといっ
た情緒的な支援への期待が含まれている可能性が考えられる。
これは、上司からのサポートが心理的なストレス反応ではなく
身体的なストレス反応の低減に直接影響を及ぼしていることか
らも考察される。そのため、上司が問題解決につながる具体的
な支援を行うことが重要であるといえる。本調査における、‘ス
トレス軽減に効果があると思うこと’及び‘職場環境をよりよ
くするために必要だと思うこと’に関する自由記述の結果にお
いても、「上司が現場の状況を理解し、それを踏まえた上で対
応すること」「上司に相談しやすい職場環境」「問題を現場の職
員だけで悩むことなく、上司にも伝えて施設全体で考えていく
こと」等が多くあげられていた。
　これらを踏まえると、管理職者等の上司の立場の者が部下の
相談に日常的にのるとともに、現場の状況を正確に理解して改
善を検討したり、対応の難しい利用者への対応を行ったり、業
務量の調整や職員間の折衝等を行うなど、具体的解決につなが
る支援を行うことで職場環境の改善につなげることが必要であ
ると考えられる。特に、ストレッサーの中でも‘利用者とのコ
ンフリクト’と‘同僚とのコンフリクト’が心身のストレス反
応に影響するため、利用者対応における問題や、職員間の意思
疎通や他職種間の連携において、具体的解決につながる支援を
行うことが重要であるといえる。
ソーシャルスキルのストレスへの効果
　ソーシャルスキルのストレスへの効果に関しては、「ソーシャ
ルスキルは、利用者とのコンフリクトや仕事の量的な負荷を減
らすとともに、心理的・身体的なストレス反応を直接低減する
効果をもつこと」が示唆された。ソーシャルスキルは人間関係
に関するストレッサーだけでなく、仕事の量的負荷といったス
トレッサーの低減に影響する要因であること、また、心身のス
トレス反応の低減に直接影響する重要な要因であることが指摘
できる。
　ソーシャルスキルが、同僚や上司とのコンフリクトには影響
せず、利用者とのコンフリクトや仕事の量的負荷に影響してい
る結果から、介護職員においては、仕事をうまく進めていくマ
ネジメントや利用者への対応というサービスの部分にソーシャ
ルスキルが機能していることが推測される。今回の研究では、
ソーシャルスキルの内容を区分していないため、この点につい
ては、どのようなソーシャルスキルがどのような機能をもつの
かに関する詳細な検討がさらに必要である。
　また、ソーシャルスキルが心理的ストレス反応の低減に有効
に機能することは、企業従業員を対象とした先行研究で実証さ
れてきたが10）、この傾向は介護職員においても同様であるとと
もに、身体的ストレス反応に対してもみられることがわかった。
ソーシャルスキルは獲得的なものであり、介護職において、年
代が高くなる程ソーシャルスキルが高くなることが示唆されて
いる22）。さらに、自己統制及びアサーティブコミュニケーショ
ンスキルの高さが、介護予防を効果的に実践する自信（介護予
防支援セルフエフィカシー）につながることが指摘されている
23）。そのため、ソーシャルスキルの獲得による対応力への自信
が重要であるといえる。本調査における、‘ストレス軽減に効
果があると思うこと’及び‘職場環境をよりよくするために必
要だと思うこと’に関する自由記述の結果においても、「利用
者様とよくコミュニケーションをとり、訴えをよく聞き、それ
に答えられるようにすること、また、よく説明することが大切」
「職員間、上司、利用者とのコミュニケーション」「利用者への
適切な対応等の講座、自身のスキルアップ」等があげられていた。
　これらを踏まえると、介護職員自身の人付き合いの技能に対
する自信や、継続就労による介護現場での様々な経験から獲得
されたソーシャルスキルに基づく自信により、利用者への対応
や仕事の調整・管理などの問題を自分自身で解決できる対処力
が高まり、ストレッサーの生起予防や解決、ストレス反応の低
下につながると考えられる。介護職員は、年代が高くなる程ス
トレス反応が低いという傾向があることからも22）、介護職の継
続によるスキルの獲得や自信がメンタルヘルスにおいて重要で
あるといえる。
Ⅴ．まとめと今後の課題
　本研究では、介護施設職員のソーシャルサポート及びソー
シャルスキルが、介護施設職員の自覚する職場ストレッサーや
心身のストレス状態に及ぼす効果について検討を行うことを
目的に検討を行った。その結果、（１）上司からのサポートは、
すべてのストレッサーの低減に効果をもつとともに、身体的な
ストレス反応を直接低減する効果をもつこと、（２）同僚から
のサポートは、同僚との意思疎通や意見のすり合わせに効果を
もち、同僚とのコンフリクトの低減を介して心身のストレス反
応の低減につながること、（３）ソーシャルスキルは、利用者
対応における葛藤や仕事の量的な負荷を減らすとともに、心身
のストレス反応を直接低減する効果をもつこと、の３点が示唆
された。
　介護施設職員のストレス軽減のためには、上司が部下の抱え
ている問題や職場の問題について把握し、具体的解決につなが
る支援を行うことで職場のストレッサーを減らしていくととも
に、職員個々のソーシャルスキルを高め、利用者への対応力や
仕事のマネジメント力を高めることが重要であると考えられる。
また、心身の状態に影響する‘同僚とのコンフリクト’の解消
のため、同僚間や職員間での支援体制を整えることも必要であ
るといえる。これらの対応により、介護職員のメンタルヘルス
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の維持・向上につなげていくことが望まれる。
　また、今後の課題としては以下の３点があげられる。
　１点目は、ソーシャルサポートの種類を踏まえた検討の必要
性である。既述したように、道具的サポートや情緒的サポート
といったソーシャルサポートの種類によって効果が異なる可能
性が指摘できる。今回は、上司と同僚というサポート源の違い
による検討にとどまったが、上司からのサポートがすべての職
場ストレッサーに影響を与えている結果を踏まえると、上司か
らのどのようなサポートがどのストレッサーに影響を与えてい
るかを明らかにすることで、より具体的な対策案について言及
できると考える。
　２点目は、ソーシャルスキルの内容を踏まえた検討の必要性
である。介護職は対人援助職であることから、コミュニケーショ
ンの対象が利用者、同僚、上司、他職種職員、利用者家族と多
様である。仕事やサービスにおいて発揮されるソーシャルスキ
ルと職員間の人間関係において発揮されるソーシャルスキルは
異なっている可能性が考えられる。既述したように、今回の結
果からは、仕事やサービスにおいて発揮されるソーシャルスキ
ルの機能が推測されたが、今後、ソーシャルスキルの内容を踏
まえた検討が必要であるといえる。
　３点目は、ソーシャルサポートやソーシャルスキルがコーピ
ングに与える影響の検討の必要性である。ソーシャルサポート
とソーシャルスキルはコーピングの資源として機能することが
指摘されている10）。今回の結果から、ソーシャルサポートとソー
シャルスキルのストレッサーやストレス反応に対する直接・間
接効果がみられたが、コーピングへの効果及びコーピングを介
在しての効果を今後検討することで、介護職員の心理学的スト
レスプロセスにおけるソーシャルサポートとソーシャルスキル
のさらなる機能が明らかになると思われる。
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